












本立てで、26 日から 30 日までの短い期間ではあったが、東京でも第一級の劇場とされる
帝劇に、誕生からわずか 4年という少女歌劇が登場したことの意味は大きい。ここから数
えて、本年は宝塚歌劇東京進出の 100 周年にあたる（1）。帝劇公演は、その後も 1919 年 5
月、20 年 6 月、21 年 6 月、22 年 6 月、23 年 6 月と、関東大震災の前まで行なわれ、その
後も場所を移して東京公演は続き、やがて 1934 年に東京宝塚劇場が開場することになる。









が、歌舞伎で 4円から 6円、新派・新劇で 3円程度、外国オペラの公演は 12 円と、およ
そ 2000 倍から 3000 倍すれば今日の感覚に近いと思われる中、『熊野』は 2円と同時期の
文芸協会よりも安く、少女歌劇は、当初こそ 2円と控えめの設定ながら、2回目には 2円



































　1918 年（大正 7年）8月 15 日に発行された記念すべき第 1号には、大正 3年 4～5月の
第 1回公演から、大正 7年 7～8 月の第 18 回公演までの年表が掲載されている。演目は、
第 2回と第 10 回は 2演目に管弦合奏、第 4回と第 8回が 1演目と管弦合奏だが、それ以
外は 3～5個の演目が記されており、ほとんどの回に管弦合奏が加えられている。全 59 演








































  5 月 20 日　春期公演終了
同 21 日　東京見学準備のため休日
同 22 日　 午前 8時特別急行列車にて梅田出発東京に向かう同夜 8時半東京中央停車
18
場に到着










同 31 日　午前 11 時東京駅出発鎌倉江ノ島見物
　そして、6月 1日に江ノ島を発って名古屋に向かい、上記慈善歌劇会に出演の後、名古
屋市内を見物してから伊勢に行き二見浦に 1泊、翌日内宮外宮を参拝してから京都に向か













































































































































































































































































ストリア」という番組を 6回シリーズで放映中である。筆者もその第 1 回と第 2回に出演し
短いコメントを述べた。特に第 2回においては、共立女子大学千代田学共同研究のテーマで
ある『悲しき道化師』について言及した。
（ 2） 『帝国劇場の 50 年』　東宝　1966
（ 3 ） 『歌劇』第 1号　宝塚少女歌劇団　1918 年 8 月　pp. 48～49
　    尚、同誌の引用は、すべて 1997 年に雄松堂出版より刊行された復刻版により、漢字・仮名
遣い、表記、句読点等は、適宜現在の用法に基づいて書き換えてある。
（ 4）  同　pp. 50～51
（ 5 ）  同　pp. 6. 8. 24. 40. 49
（ 6 ）  同　pp. 25～31
男役のイデア（ 3 ）　27
（ 7 ）  同　p. 35
（ 8 ）  同　pp. 39～40




（13）  拙論『男役のイデア（2）』「共立女子大学文芸学部紀要」2017 年 2 月参照
